
読書が好きな生徒ほど、
正答率が高い傾向がみられる！

課題の解決に向けて自分から取り組んでい
る生徒は、正答率が高い傾向がみられる！

「Well-being（幸せ）を保障する教育」の実現を目指して

～「令和７年度さいたま市学習状況調査」の結果より～
「令和７年度さいたま市学習状況調査」の結果について、お知らせします。御家庭等において、子どもたちの日々の生活や学習の状況を振り返り、よりよい生活や学習の習慣につ
いて話し合う際に、「学力向上ポートフォリオ（児童生徒版）」と併せて、本リーフレットをお役立てください。

学びの道しるべ
児童生徒・保護者向けリーフレット（中・中等教育学校版）

「生活習慣等に関する調査」の結果より

裏面へ

国立教育政策研究所ホームページ さいたま市立教育研究所ホームページ

さいたま市学習状況調査では、「様々な課題解決のための構想を立て実践し評価・改善する力」などを問う問題を出題しています。
今年度の「学力に関する調査」で実際に出題された問題を見てみましょう。

全国学力・
学習状況
調査について

さいたま市
学習状況
調査について

正答率(％) 正答率(％)

［課題の解決に向けて自分から取り組んでいる］×［正答率］［読書が好き］×［正答率］

質問調査の結果と「学力に関する調査」の結果（正答率）には、
どのような関係がみられるのでしょうか。
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【参考】本質問と各教科の正答率との相関係数（※３）（抜粋）
・中２社会：0.161 ・中２理科：0.178
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質問調査「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んで
いますか」の回答状況と、「学力に関する調査」の正答率（※）をクロス集計
すると、以下の結果が得られました。

質問調査「読書は好きですか」の回答状況と、「学力に関する調査」の正答率
（※）をクロス集計すると、以下の結果が得られました。

※１ ４教科の平均正答率 ※３ ４教科の平均正答率
【参考】本質問と各教科の正答率との相関係数（※２）（抜粋）

・中２社会：0.260 ・中２理科：0.240

＋17.5ポイント ＋19.4ポイント
＋13.7ポイント ＋15.1ポイント

※２ 相関係数は、２種類のデータの関連性の強弱を表す数値です。正の相関が強ければ相関係数は1に近づき、負の相関が強ければ-1に近づきます。
正の相関があるとき、一方の値が増加すると、もう一方の値も増加する傾向があります。

https://www.nier.go.jp/kaihatsu/zenkokugakuryoku.html
https://www.saitama-city.ed.jp/chosa/city/


各教科の学習では、どのような力を身に付けていくことが重要なの
でしょうか。今年度の調査問題を例に考えてみましょう。

植物が葉のど
の部分で光合
成を行ってい
るかは、どの
ような実験を
行えば確かめ
られるかな？

本問題のあかりさんは、「なぜ琉球王国は
栄えたのだろう」という課題（問い）を設
定し、資料を活用しながらその課題を解決
しようとしています。また、新たな問いを
立て、学びをさらに深めようとしています。
このように、課題を見いだし、知識や技能
を活用して解決していくことが大切です。

正答
【社会】①ア②ウ③ウ
【理科】ア

（中略）

（中略）

（中略）

実験や観察を行う際は、その手順や結果を理解するだけでなく、
「何のためにこの実験（観察）をするのか」や「なぜこのような
方法で調べるのか」などについても考えることが大切です。

令和７年度 中・中等教育学校２年【理科】大問３（抜粋）
令和７年度 中・中等教育学校２年【社会】大問６（抜粋）

「学力に関する調査」 調査問題の例

L-Gateには、振り返りに活用できる「おかわRe
（り）:チャレンジ」（復習用類似問題）が配信
されているよ。早速取り組んでみよう！
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